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青空と緑と産業のまち昭和町

「放水はじめ/J一一-9月オ日は防災の目。本町でもこの目、東海地域に大

規模地震が発生するとの想定で、総合防災訓練が各地区で実施されまし疋。

メイン会場の役場でも町消防団と役場消防隊ガ、真剣な表情で参集訓練、避難

誘導訓練、放水・消火訓練に取り組み、いざという時のために備えましだ。

災害は、いつ発生するか分かりません。いつ起きても落ち着いて対処できる

ように、「備えあれば憂いなし」という気構えで、日頃から防災対策を山掛け

ましよう。

田
1990 

NO.156 
町の鳥=ひばり

町の花=れんげ

町の木=乙女椿

企総合会館前で

l知一一一 2.3p役場の機構がかわりました...・ H ・H ・H ・..4p

毛健康とくらしを守るみんなの国保…H ・H ・6p

な子どもクラブ球技大会結果報告...・H ・..7p

内みんなの広場...・ H ・....・ H ・-… H ・H ・..8・9pl… 10p 保健衛生だより…...・H ・.....・H ・..…… IIp
10月のこよみ...・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・..12p

平成2年10月1日発行

発行/昭和町役場

干409-38
山梨県中巨摩郡昭和町押越542-2
TEL 0552-75-21什・剛 0552-75-2109

編集/企画行政課



/11都町

い
よ
い
よ
今
月
の
十
日
、
町
争
あ
げ
て
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
第
二
回
ふ
る
さ
と

「
ふ
れ
あ
い
祭

b
」
が
、
「
躍
進
し
よ
う
わ
ふ
る
さ
と
再
発
見
」
n

心
と
心
を
熱
く
燃

や
せ
ノ
-
u

告
テ

i
マ
に
盛
大
に
催
さ
れ
ま
す
。

昨
年
は
六
千
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
遊
ん
で
、

踊
っ
て
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
。
あ
っ
と
い
う
ま
の
秋
の
一
日
で
し
た
。

今
年
も
歌
謡
シ
ョ
ー
を
は
じ
め
、
ふ
れ
あ
い
昭
和
踊
台
、
お
楽
し
み
抽
選
会
、

そ
し
て
フ
ィ
ナ
ー
レ
の
ふ
る
さ
と
花
火
大
会
ま
で
盛

b
沢
山
の
イ
ベ
ン
ト
が
み
な

さ
ん
ら
-
ま
っ
て
い
ま
す
。

お
祭
ム
ソ
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
ノ
・

w
ふ
る
さ
と
再
発
見
“
し
て
み
ま
せ
ん
か
口

砂10月10回線)午後 1時~

砂押原中学校々庭(小雨決行)

⑨⑮⑨⑨⑥ 
炉シユールタ‘ンシンク、チームによるジ、ヤズ、夕、ンスショー

午後4時~午後4時15分
惨嶋なおみ、末木浩子ミ二歌謡ショー

午後 5時 5分--5時35分

生率出11盤盆盈2l!l雇Z盃z'fj副B
炉式典(開会式)

午後 1時--1時30分

惨子どもパレード(子ども祭り)・ほたる太鼓

午後 l時40分--3時 b松原のぶえ、松本典子歌謡ショー

午後5時40分--7時40分

惨お楽しみ抽選会(ラッキーくじ)

午後7時50分--8時四分

炉，3、るさと花火大会

午後8時25分--8時55分

軍司!lJ~HI長l~初~~)

'ふれあい昭和踊り(新昭和音頭、平成音頭)

午後3時15分--3時45分

惨田中よしひこミ二歌謡ショー

午後3時45分--4時 ※各種催し物は、随時行われます。

役場企画行政課(箇75-2111内線21ト212)まで、。

※図書館も休ます開館しています。〈午後 f時30分-8時〉
② 平成2.10. I 広報しようわ

※交通渋滞が予想されますので、相乗りなどでご協力をお願いします。砂お問合せ



新車コーナー

(午後 1B寺30分--)
役場駐車場

音と光のフェスティバル
〈午後3時15分--5時35分〉押原中学校々舎

砂ふれあい昭和踊り

bジャズダンスショー

砂田中よしひこ、嶋なおみ

末木浩子ミ二歌謡ショー
一|ストジ|一音と光のフェスティ1¥)レ(午後5時40分"'8時20分)

ふれあい広場(午後↑時30分-)

砂抹茶コーナー

砂ふるさと味コーナー

砂手工芸〈手作り〉コーナー

砂静岡県相良町物産コーナー

砂商工会コーナー

-砂4・

惨松原の13¥え、松本典子、小金沢昇司歌謡ショー

(午後 5時40分-----7時40分〉

砂お楽しみ抽選会 (午後 7B寺50分-----8時20分〉

ア
ン
ト

ア
ン
ト

ふれあいフェスティ/~)レ(午後?時--3 時)

惨式典(午後?時-----1時30分〉

惨子どもパレード〈子ども祭り〉、ほだる太鼓

(午後?時40分-----3時〉

、、、、、、
‘ ‘ 

音と光のフェスティバル
(午後8時25分-8時55分)

各種7コトラクション(午後1時30分"')
砂花の展示 ・即売コーナー

砂うなぎのつかみどりコーナー

砂起震車・はしこ、車体験コーナー

砂JR東海旅客鉄道コーナー

惨東京電力コーナー

砂NTTコーナー

砂郵便局コーナー

ルハイビジョン放映コーナー

後十時~

砂ふるさと花火大会

砂おもちゃの広場

〈午後 ?時30分-----)

砂動物の広場

(午後?時30分-----)

砂バーベキュー広場

(午後?時30分-----)

砂露居(午後?時30分-----)
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車両進入禁止区域 圃

露 天商区域圃

県道市川大門線



21世紀のまちづくり!こむけて l 
役
場
の
機
構
が
カ、
わ
り
ま
し
た

役
場
は
近
年
の
業
務
の
多
様
化
に
と
も
な
い
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
目
ざ
し
み
な
さ
ん
の
声
に
迅
速
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
、
九

月
一
日
か
ら
新
し
い
機
構
で
業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
が
役
場
を
訪
れ
た
時
に
、
で
き
る
だ
け
一
ヶ
所
で
用
事

が
済
む
よ
う
に
窓
口
の
一
本
化
を
図
り
、
こ
れ
ま
で
の
住
民
課
を
岡

民
窓
口
課
と
し
ま
し
た
。
ま
た
身
近
な
環
境
整
備
を
重
点
に
お
き
環

境
衛
生
課

・
区
画
整
理
課
を
新
設
し
、
事
業
課
(
建
設
課
・
経
済
課
)

を
二
階
に
配
置
し
ま
し
た
。

今
後
も
町
民
の
み
な
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
役
場
と
し
て
、
二
十
一
世

紀
へ
向
け
て
の
ま
ち
づ
く
り
を
職
員
一
丸
と
な
っ
て
進
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

議会事務局

(庁禽2階)

T
E
階

ヘ

l出納室|

玄 関

〈
開
発
指
導
係
〉
都
市
計
画
、
建
築
開
発

行
為
な
ど

〈
下
水
道
係
〉
下
水
道
事
業
全
般

〈
区
画
整
理
係
〉
土
地
区
画
整
理
事
業
全

九又
Lm
訓
川

〆肉、

戸$
E 

理

建

:;;111 
面又

町
民
相
談
室

、(庁舎T階)

力ーーーー ウ園田園ーンタ園田園田

〈
地
域
振
興
係
〉
農
工
商
、
観
光
、
水

資
源
な
ど

係
〉
農
業
委
員
会
、
地
籍
管

理
、
土
地
改
良
な
ど

〈農

政

町
長
応
接
室

町
長
室

財

政

係
〉
予
算
、
起
債
、
契
約
な
ど

総

係
〉
人
事
、
給
与
、
秘
書
、
交
通

災
害
共
済
な
ど

務

〆肉、、
J、
l..t. 

係
〉
広
報
、
統
計
、
長
期
計
画
な

νf」

画

〈行

係
〉
自
治
会
(
区
)
、
消
防
、
選
挙
、

交
通
安
全
、
防
災
な
ど

政

係〉

戸
籍
・
住
民
票
、
税
務
関
係

諸
証
明
発
行
、
印
鑑
登
録
な
ど

〈
国
民
健
康
保
険
係
〉
国
民
健
康
保
険
全
般
、

老
人
医
療
な
ど

〈
国
民
年
金
係
〉
国
民
年
金
、
児
童
手
当
な
ど

町

民

〈
住
民
税
係
〉
町
民
税
、
軽
自
動
車
税
及
び

諸
税
の
賦
課
な
ど

〈
資
産
税
係
〉
固
定
資
産
税
の
賦
課
、
評
価

な
ど

係
〉
町
税
・
国
保
税
の
徴
収
、
納

税
組
合
な
ど

徴

収

〈
環
境
衛
生
係
〉
環
境
衛
生
、
公
害
、
衛
生
委

員
会
な
ど

総

合

会

館

ー
〈
保
健
指
導
係
〉

保
健
指
導
、
栄

養
改
善
な
ど

課叫
此福

ゴ

人

福

祉

係

〉

棟
三
福
祉
全
般
、
民

(
川

一
一

生
委
員
、
保
育

一

園

「
〈
児
童
館
〉

児
童
館
管
理

運
営

④ 平成2.10. I 広報しようわ
-謹型企E温.IlIlIi置~M.ssr堕2望者画面亙彊.

係
〉
道
路
、
河
川
、
公
営
住

宅
の
維
持
管
理
な
ど

係
〉
道
路
、
河
川
の
建
設
整

備
、
土
木
事
業
な
ど

立中
央
公
民
館

ー
〈
総

務

ー
〈
学
校
教
育
係
〉

一
4
2

一

一
範
一
「
|
〈
社
会
教
育
係
〉

一
委
士

一
精

一
「
〈
社
会
体
育
係
〉

ー
〈
給
食
セ
ン
タ
ー
〉

図

室
田

イ系館



町
で
は
九
月
一

日
付
で
、
つ
ぎ
の
と
お

り
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

新
体
制
で
さ
ら
に
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

{昇
任
}

議
会
事
務
局
長
(
建
設
課
建
設
係
長
)

後
藤
正
出
古

教
育
次
長
兼
図
書
館
長
(
総
務
課
主
幹

総

務

係

長

)

井

上

俊

男

総
務
課
主
幹
総
務
係
長
(
総
務
課
財
政

係
長
)

柳

沢

克

子

町
民
窓
口
課
国
民
年
金
係
長

(
住
民
課

副

主

査

)

松

山

仁

町
民
窓
口
課
国
民
健
康
保
険
係
長

(企

画
調
整
室
主
任
)

雨
宮
章
人

建
設
課
管
理
係
長
(
住
民
課
主
任
)

笹
本
久
弘

健
康
福
祉
課
保
健
指
導
係
長
(
厚
生
福

祉
課
副
主
査
保

健

婦

)

大

原

恵

教
育
委
員
会
総
務
係
長
兼
学
校
教
育
係

長
兼
社
会
教
育
係
長
兼
社
会
体
育
係
長

(
総
務
課
主
任

)

小

林

耐
三

総
務
課
財
政
係
副
主
査
(
企
画
調
整
室

主
任

)

井

上

み

づ

江

出
納
室
副
主
査

(
税
務
課
主
任
)

小
宮
山
裕
美

税
務
課
資
産
税
係
副
主
査

(
企
画
調
整

室
主
任

)

佐

野

成

男

建
設
課
建
設
係
副
主
査

(
都
市
開
発
課

主
任

)

内

藤

芳

男

{配
置
か
え
}

参
事
総
務
課
長

(
企
画
調
整
室
長
・
八

月

一

日

付

)

河

田

透

企
画
行
政
課
長

(
税
務
課
長
)中

沢
孝
造

税
務
課
長
(
議
会
事
務
局
長
)内

藤

弘

町
民
窓
口
課
長
(
住
民
課
長
)堀

口

勉

経
済
課
長
(
都
市
開
発
課
長
)風

間
辰
男

都
市
計
画
課
長

(
教
育
次
長
兼
図
書
館

長

)

黒

田

幸

夫

建
設
課
長
(
経
済
課
長
)
福
島
正
明

健
康
福
祉
課
長
兼
児
童
館
長
(
給
食
セ

ン
タ
ー
所
長
兼
児
童
館
長
)
鷹
野
真
吾

環
境
衛
生
課
長
(
厚
生
福
祉
課
長
)

秋
山
睦
夫

区
画
整
理
課
長
(
建
設
課
長
)斉

藤

進

総
務
課
財
政
係
長

(厚
生
福
祉
課
保
健

衛
生
係
長

)

井

口

悟

企
画
行
政
課
企
画
係
長
(
企
画
調
整
室

企
画
管
理
係
長
兼
秘
書
係
長
)都

築
勝
人

企
画
行
政
課
行
政
係
長
(
教
育
委
員
会

総
務
係
長
兼
学
校
教
育
係
長
兼
社
会

教
育
係
長
兼
社
会
体
育
係
長
)志

村
武
夫

税
務
課
住
民
税
係
長
兼
徴
収
係
長
(
出

納
室
出
納
係

長

)

依

田

吉

美

町
民
窓
口
課
町
民
係
長

(
住
民
課
住
民

係
長
)

山

本

登

美

江

経
済
課
地
域
振
興
係
長

(
経
済
課
農
地

係

長

)

河

西

実

経
済
課
農
政
係
長
(
税
務
課
税
務
係
長
)

長
瀬
博
志

都
市
計
画
課
開
発
指
導
係
長
(
住
民
課

国
民
健
康
保
険
係
長
)
山
下
雪
江

都
市
計
画
課
下
水
道
係
長

(
都
市
開
発

課

都

市

整

備

係

長

)

向

山

晃

環
境
衛
生
課
環
境
衛
生
係
長
(
建
設
課

管

理

係

長

)

田

中

邦

彦

区
画
整
理
課
区
画
整
理
係
長
(
経
済
課

産
業
係

長

)

海

野

豊

健
康
福
祉
課
福
祉
係
長
(
厚
生
福
祉
課

福
祉
係

長

)

佐

久

間

喜
美
江

教
育
委
員
会
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
(
都

市
開
発
課
都
市
計
画
係
長
)
飯
島
嶺
周

総
務
課
(
企
画
調
整
室
)

小

宮

山

毅

総
務
課
兼
環
境
衛
生
課
(
企
画
調
整
室
)

熊
主
欣
之
輔

刀

畑

野

松

雄

刀

高
野

理

企
画
行
政
課
(
総
務
課
)
保
坂
正
造

刀

(

住

民

課

)

望

月

知

巳

刀

(

出

納

室

)

伊

藤

直

樹

税
務
課
(
厚
生
福
祉
課
)
志
村
雅
透

刀
(
都
市
開
発
課
)
中
村
い
づ
み

町
民
窓
口
課
(
税
務
課
)
深
川
和
彦

N

(

総
務
課
)
徳
江
真
美

刀
(
教
育
委
員
会

)

山

本

靖

刀
(
厚
生
福
祉
課
)
内
海
博
之

刀

(

住

民

課

)

篠

原

正

浩

刀

田

中

武

彦

経
済
課
(
都
市
開
発
課
)
功
万
寿
幸

都
市
計
画
課
(
経
済
課
)
秋
山
高

一
郎

H

永
井
敏
男

刀
(
都
市
開
発
課
)
伊
藤
辰
美

建

設

課

(

住

民

課

)

塩

田

真

二

区
画
整
理
課
(
都
市
開
発
課
)秋

山

隆

健
康
福
祉
課
(
建
設
課
)
望
月
幸
彦

刀

(

厚

生
福
祉
課
)

星
野
ち
ゑ
子

健
康
福
祉
課
(
厚
生
福
祉
課
)
戸
倉
由
紀

H

A

フ
村
圭
一

刀

H

渥
美
幸
久

健
康
福
祉
課
(
教
育
委
員
会
)

保
坂
た
ま
み

教
育
委
員
会

(

税

務

課

)

五

昧

隆

刀
(
住
民
課
)
佐
久
間
紀
彦

給
食
セ
ン
タ
ー

(教
育
委
員
会
)

大

江

至

西
条
小
(
押
原

中

)

深

沢

昭

子

押
原
中
(
押
原

小

)

秋

山

裕

子

押
原
小
(
西
条
小
)
井
口
香
代
子

総
務
課
(
企
画
調
整
室
)
田
中
み
さ
子

企
画
行
政
課
(
総
務
課
)
樋
口
松
子

健
康
福
祉
課
(
厚
生
福
祉
課
)
野
田
善
一

刀

刀

望

月

た

だ

子

刀

刀

小

宮

山

容

子

H
H

刀
牧
野
ハ
ツ
工

健
康
福
祉
課
(
教
育
委
員
会
)
長
田
幸
子

環
境
衛
生
課
(
厚
生
福
祉
課
)
内
藤
修

H

田

中

昭

{
新
採
用
}

健
康
福
祉
課
臨
時
職
員

総
務
課
臨
時
職
員

出
納
室
臨
時
職
員

の れみ 行
来 るな課つ

| 一一一一 ・ 一一一 一一一一一一一~- 庁 窓 さ員て
- 守彊 1 'アーマ-可冨置覇軍躍 を口 ん ーお

! III感想 . ..-i怒れ二.a~黒J 曹略選額 おをか同り
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i 同-~開設鍾授賞温圏 ちざ信も烹
~彊・・幽比三Fつで謹選管Aウ玄覆甥司幡趨 しし 頼新

i r~1・・厨EJt 会玄忌ーー司も/可 ててさた
1 t冒園臨￡良輝頭~ -1 雪 山 に
iL十:いきト空 ι 司王ETE
l 昼休み時間中も受付けておりますのでご利用ください。 u ん ま の

竹
中
み
ゆ
き

小
津
陽
子

深
沢
瑞
子

小
池
玲
子

置蓮華盛温盟極圏直i誼llIIi謹盗塁謡副歯車.

一

町
民
係
/
国
民
年
金
係
/
国
民
健
康
保
険
係

一

l

税
務
証
明
の
申
請
も
受
付
け
ま
す

l

↑
、E
〆

↑

目木

町
民
窓
口
課
は
、
町
民
の

一
==円

M

一

口

み

な

さ
ん
の
身
近
か
な
窓
口

一

窓

と
し
て
ご
利
問
い
た
だ
け
る

一

号

ょ
う

総
合
受
付
窓
口
と
し

一

訂

て
新
た
に
九
月
一
日
か
ら
名

一

ハ

い

称

を
変
更
し
ま
し
た
0

(

旧
住

一

民
課
)

一

業
務
の
内
容
は
、
従
来
よ

一

T
り
取
り
扱
っ
て
い
る、
出
生

一

2
3
死
亡

・
婚
姻
な
ど
の
戸
籍
関

一
如
脆
係
、
転
入
転
出
や
住
民
票
の

一
の

証
明
、
印
鑑
登
録
、
外
国
人

一
回
高
登
録
、

国
民
年
金
、
国
民
健

一
鴎

康

保
険、

老
人
保
健、

児
童

一
」
助

手
当
、
乳
児

・
母
子

・
重
度

-
M
凋

医
療
費
の
助
成
金
の
申
請
の

一

;

受

付
な
ど
の
ほ
か
、
税
務
関

一

係
の
証
明
申
請
の
受
付
け
も

平成2.10. I 広報しようわ⑤ 



健康とくらしを守る
みんなの国保

〔[(1]月は国民健康保険強調月間て寸】

国
民
健
康
保
険
は
、
会
社
や
役
所
な
ど
の
健
康
保
険
(
職

域
保
険
)
に
加
入
し
て
い
る
人
以
外
の
人
を
対
象
に
医
療

の
給
付
と
健
康
づ
く
り
を
行
う
の
が
、
お
も
な
事
業
と
な

っ
て
い
ま
す
。

七
月
三
十
一
日
現
在
、
昭
和
町
で
は
一
、
六
八
九
世
帯
・

四、

=
二

人
の
方
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
険
税
は
医
療
費
な
ど
の
支
払
い
に
使
わ
れ
る

大
事
な
財
源
と
な
る
も
の
で
す
。
み
な
さ
ん
の
保
険
税
が

な
い
と
、
国
保
制
度
の
運
営
は
困
難
と
な
り
ま
す
。
国
保

を
さ
さ
え
て
い
る
の
は
、
み
な
さ
ん
の
保
険
税
で
あ
る
こ

と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

忘
れ
な
い
で

明
日
の
た
め
の

国
保
税
f 〆〆~/~ "..-:".ー

(ftiヨ江専ら

-
国
保
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
役
場
町
民
窓
口
課
(
菌
汚
1

2
1
1
1内
線

m
-
m〉
ま
で
。

〈
〉
国
民
年
金
の
保
険
料
は
納
め
ま
し
だ
か

保
留
地
一
般
公
売
の
説
明
会
を

希
望
さ
れ
る
方
ヘ

甲
府
市
昭
和
町
清
水
新
居
沖
田
土
地

区
画
整
理
事
業
に
と
も
な
う
保
留
地

一

般
公
売
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
参
加
ご
希
望
の
方
は
往
復
ハ
ガ
キ

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

V
お
申
し
込
み
方
法

ω往
復
ハ
ガ
キ

に
ご
自
分
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・

「保
留
地
説
明
会
希
望
」
と
記

入
し
、
返
信
用
ハ
ガ
キ
に
宛
名
を
お

書
き
の
う
え
、

左
記
の
申
込
先
に
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

ωハ
ガ
キ
の
締
切

り
は
十
月
十
五
日
開
と
し
、
説
明
会

の
日
時
な
ど
は
本
人
に
通
知
し
ま
す
o

vお
申
し
込
み
昭
和
町
押
越
五
四
二

ー
二
昭
和
町
役
場
内
甲
府
市
昭
和
町

清
水
新
居
沖
田
土
地
区
画
整
理
組
合

V
お
問
い
合
せ
組
合
(
箇
万
1
5
7

9
6
)
ま
た
は
、
昭
和
町
役
場
区
画

整
理
課
(
箇
万
1
2
1
1
1内
線
邸
)

ま
で

な
お
、
-
説
明
会
は
十
一
月
の
予
定
で

す
。
お
申
し
込
み
受
付
け
は
、
説
明
会

後
、
期
間
を
定
め
受
け
付
け
し
ま
す
。

※
返
信
ハ
ガ
キ
は
、
説
明
会
日
時
を
お

知
ら
せ
す
る
た
め
の
も
の
で
、
説
明
会

へ
持
参
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
ハ
ガ
キ
を
出
し
て
な
い
方
で
も
説
明

会
希
望
者
は
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

土
地
取
引
の
前
に
届
出
を

国
土
利
用
計
画
法
は
、
土
地
の
投
機

的
取
引
や
地
価
の
高
騰
を
抑
制
し
乱
開

発
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
土
地
取
引
に

つ
い
て
届
出
制
を
設
け
て
い
ま
す
。
一

定
面
積
以
上
の
土
地
の
取
引
を
し
よ
う

と
す
る
時
は
、
こ
の
法
律
に
よ
り
あ
ら

か
じ
め
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
届
出
面
積
が

引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た

昭
和
町
に
お
い
て
は
、
全
域
が
監
視

区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成

二
年
八
月
二
十
日
か
ら
届
出
面
積
が
引

き
下
げ
ら
れ
、
市
街
化
区
域
で
二

0
0

2m以
上
、
市
街
化
調
整
区
域
で
五

0
0

2m以
上
の
土
地
取
引
ま
た
は
、
こ
れ
ら

の
予
約
を
す
る
時
は
、
そ
の
契
約
の
六

週
間
前
ま
で
に
届
け
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

マ
届
け
出
を
し
な
い
と
:
:
:

届
け
出
を
し
な
い
で
土
地
取
引
を
し

た
り
偽
り
の
届
け
出
を
す
る
と
、
六
ヶ

月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
一

O
O
万
円
以

下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

届
け
出
に
関
す
る
お
問
合
せ
は
、
役

場
都
市
計
画
課
(
富
苅
1
2
1
1
1内

線

m-m)
ま
で

コ
去
を
明
る
く
」

一

す

る

運

動

」

一

一
月
聞
に
ち
な
ん
で
/
一

一

昭
和
町
で
は
¥
社
会
を
明
る
く

一

一
す
る
運
動
月
聞
に
ち
な
ん
で
明
る

一

-
い
社
会
を
築
く
だ
め
、
ま
た
犯
罪

・

一
や
非
行
の
な
い
住
み
よ
い
町
づ
く

一

一
り
の
だ
め
に
¥
週
目
、
町
内
の
保

一

一
護
司
さ
ん
や
¥
更
生
保
護
婦
人
部

-

一
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
¥

一

一
宣
伝
力
ー
に
て
町
内
を
巡
回
し
て

一

-
町
内
の
み
な
さ
ん
に
¥
更
生
保
護

一

一
制
度
や
更
生
保
護
の
理
解
と
協
力

一

一
を
訴
え
¥
社
会
を
明
る
く
住
み
よ

一

一
い
町
に
す
る
よ
う
¥
時
び
か
け
ま

一

一
し
疋
。

一

一

な
あ
昭
和
町
は
¥
警
察
庁
指
定

一

一

「
盗
犯
防
止
重
点
地
区
」
に
指
定

一

一
に
な
り
ま
し
た
の
で
¥
犯
罪
や
非

一

一
行
の
な
い
明
る
い
町
づ
く
り
に
ご

一

一
協
力
く
だ
さ
い

o

一

一区

阜

一

輔
一
'

園

田

達

一

一
員

圏

一

一
回
一

宣

之

官

タ

一 ⑥ 平成2.10 広報しようわ
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第
二
十
回
昭
和
町
子
ど
も
ク
ラ
ブ
球

技
大
会
が
八
月
十
二
日
、
押
原
小
学
校

々
庭
と
町
民
体
育
館
の
両
会
場
で
、
男

子
ソ
フ
ト

・
女
子
バ

レ
l
各
十
二
チ
ー

ム
が
参
加
し
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
チ

l
ム
と
も
こ
の
大
会
を
目
標
に

各
地
区
の
子
ど
も
ク
ラ
ブ
の
役
員
さ
ん

の
指
導
の
も
と
、
猛
暑
の
な
か
で
練
習

を
積
み
重
ね
た
と
あ
っ
て
、
上
級
生
下

級
生
力
を
合
わ
せ
て
好
試
合
、
好
プ
レ

ー
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た。

大
会
の
結
果
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

V
R
V
E
V
E
V
E
V
R
V
R
V
R
V古
川

V
E
v
t
m
v
R
v
z
v
z
v古
川

V古
川

V
R
V
E
V
R
V
E
V
E
V古
川

V
E
v
t
m
V
R
V
R
V
R
V
R
W笠原
V
E
V
E
V
E
V
E

3
郡
子
ど
も
ク
ラ
ブ
球
技
大
会

‘t
F

回
河
束
中
島
女
子
バ
レ
l
チ
ー
ム
信
勝

館
と
校
庭
に
お
い
て
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
二
十
二
チ

l
ム
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
二
十
チ

l
ム
が
参
加
し
、
各
町
村
と

も
力
強
い
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
女
子
バ
レ
ー
の
河
東
中

島
チ

l
ム
は
選
手

一
問、

心
と
力
を
合

わ
せ
奮
闘
し
遂
に
優
勝
の
栄
冠
に
輝
き

ま
品
1
レ
h
~
。

八
月
二
十
六
日
目
に
山
梨
市
民
体
育

館
に
お
い
て
行
わ
れ
た
県
大
会
で
は
、

山
梨
市
の
大
野
子
ど
も
ク
ラ
ブ
に
善
戦

む
な
し
く
惜
し
く
も
破
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
河
東
中
島
チ

l
ム
の
県
大
会
出

場
の
栄
光
の
記
録
は
、
昭
和
町
子
ど
も

ク
ラ
ブ
球
技
大
会
へ
の
指
標
と
な
る
で

し
ょ
う
:
:
:
拍
手
。

*優 勝*

ル男子ソフトボール<羽

押

ル女子バレーボール<羽

越

河東中島

第
一
九
回
郡
子
ど
も
ク
ラ
ブ
球
技
大

会
が
八
月

一
九
日
側
、
玉
穂
中
学
体
育企郡大会でみごと優勝。優勝旗を前仁二ツコリの

河東中島女子バレーのみなさん。

優

勝

準
優
勝

三

位

河 西押
東条
中-
島 区 越

優

勝

準
優
勝

三

位

河

東

中

島

西

条

一
区

上
河
東
二
区
附

日区東可上

越

西条二区(6)

東

紙漉阿原

西条二区

河東中島

越

西条新田

河

西条 一 区

喰

上

押

押

飯

〈女子バレーボール〉

西条二区(刈

喰

築地新居

上河東二区

西

上河東二区
(A) 

河東中 島

西条 一 区

築地新居

東

西条新 田

河

飯

河

上

み
ん
な
で
料
理
を
す
り
で
す
。
じ
ゃ
が
い
も
の
皮
む
き
に
、

川

る
楽
し
さ
¥
乳
製
自
の
チ
ビ
ツ
子
達
も
悪
戦
苦
闘
気
昧
。
で

…
芝

大
切
さ
な
ど
を
学
ん
で
も
¥
お
田
さ
ん
や
栄
養
改
善
推
進
員

…

〉

も
ら
お
う
と
¥
町
と
栄
の
み
な
さ
ん
C
教
え
て
も
ら
っ
て
、

• 

…

γ.
催

養
改
善
推
進
一
員
会
に
よ
「
こ
れ
か
ら
は
¥
う
ち
の
お
手
伝
い
も

…

や

開

る
「
夏
休
み
親
子
料
理
で
き
る
わ
/
」
と
自
信
満
々
。
暑
さ

…

ラ

室

教
室
」
ガ
八
月
二
十
八
を
の
り
き
る
栄
養
料
理
、
親
子
で
作

…

H

沢

教

日
総
合
会
館
で
開
か
れ
る
楽
し
さ
を
昧
わ
い
ま
し
た
。

て

哩

ま
し
た

O

E
-
-喝
国
思
議

B
3
1
M
E
a-

…
な

料

こ
の
日
時
二
十

一
国

嵩

鴫

離

問

ff
d噛

シ

子

組
五
十
四
人
が
参
加
し
、

田

陣

剛

知

山

円

減
量

量

削

…

…
一
山

親

牛
乳
の
か
ん
て
ん
よ
せ
、

醐

圃
・

F
怯
眠
眠
舵
馬

Z
…

さ

み

ハ
ッ
シ
ュ
ド
ポ
テ
ト
、
ョ

圃

・

・

明

司

類

宅
両

院

…

…ヱ
J

休

ー
グ
ル
ト
シ
工
イ
ク
に

罵

圃

i訴
訟
踊
堅

?

…

…

い

夏

親
子
で
挑
戦
し
ま
し
だ
o

鞠
細
上
院
舟
遁
出
時

14
つ

川

…

享

;

栄
養
士
さ
ん
が
牛
乳
の

幽

A
2
4仁

川

…

…

牛

大
切
さ
を
紙
し
ぱ
い
で

歯

弘

離

宮

温

一

以

見
せ
て
く
れ
だ
あ
と
¥
い

瞬
闇

a閥
抗町

邑
院

V
¥
12十
島

回
国
・
・

F
E
i
u
'
z

一

.

.

.

.

 

【

Lvl
‘‘
iF
E司-]

企

…

よ
い
よ
料
理
の
は
じ
ま

圃
・
「
i
j
p
F4
・
闘
際

昨
人
(

西河組漉阿原

町
立
図
書
館
か
ら

今
月
の

お
す
す
め

作ロ∞
h

二

般
図
書
】

o
夫
婦
の
会
話

諸
井
薫
著

P
H
P研
究
所

o
永
遠
の
書
架
に
た
ち
て

辻
邦
生
著

新

潮

社

。
宇
宙
犬
ビ
|
グ
ル
号
の
冒
険

山
田
正
紀

著

早
川
書
房

o
み
ん
な
料
理
、か
好
き
に
な
る

森
村
桂
著

中
央
公
論
社

om世
紀
文
学
紀
行

読
売
新
聞
社

一児
童
図
室
己

0
沖
縄
の
少
年

儀

閏

海

邦

著

新

幹

社

0
お
や
つ
を
食
べ
な
が
ら
読
む
本

倍
成
社

。
ア
カ
シ
ア
ゅ
う
び
ん
局
と
へ
な

ち
ょ
こ
先
生

山
崎
な
す
な
著

リ
ブ
ロ
ポ
ー
ト

。
ゅ
う
れ
い
別
荘
に
ょ
う
こ
そ

杉
山
径

一
著

P
H
P研
究
所

o
う
み
と
ぼ
く

中
渡
治
孝
著

福
武
書
居

電重量盛ヨ1!2圃.Il誼i!!Ii盤盟副函E・平成2.10 広報しようわ⑦ 



ゴルブは私ω生き甲斐

(上河東)60歳飯島合朝春さん

今
回
は
、
上
河
東
の
飯
島
舎
朝
春
さ

ん
に
ゴ
ル
フ
を
初
め
た
き
っ
か
け
や
そ

れ
か
ら
得
た
こ
と
な
ど
を
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

若
い
頃
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
は
好
き
で
、

色
々
と
親
し
ん
で
き
ま
し
た
が
、
高
齢

に
な
る
と
と
も
に
思
う
よ
う
に
動
け
な

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
会
社

の
同
僚
か
ら
、
ゴ
ル
フ
は
野
球
や
テ
ニ

ス
と
違
っ
て
止
ま
っ
て
い
る
ボ
!
ル
を

E
B圃
打
つ
の
だ
か
ら
簡
単
に
で
き
る
よ
と
進

吋」
ι圃
め
ら
れ
、
自
分
も
興
味
を
持
っ
て
い
た

d
'
Z
E
圃
の
で
す
ぐ
そ
の
気
に
な
っ
て
指
導
を
受

、
ぷ
圃
け
、
練
習
場
に
通
い
始
め
ま
し
た
。

/
-
w
.

最
初
は
空
振
り
、
ボ

l
ル
に
当
つ
て

な

一

右

に

左

に

ぎ

ち

り

、

子

に

は

豆
、

ール
.
足
腰
は
痛
み
五
十
の
手
習
い
は
無
理
だ

，m-
と
あ
き
ら
め
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
初

・
島
亙
め
は
誰
で
も
同
じ
だ
と
、
同
僚
に
励
ま

『

4--さ
れ
練
習
を
重
ね
三
ヶ
月
目
に
シ
ョ

l

d
u
ト
コ

l
ス
、
五
ヶ
月
目
に
初
め
て
本
コ

-

l
ス
に
で
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

圃
そ
の
日
は
不
安
と
期
待
で
ゴ
ル
フ
場

A r若い人たちとの会話も楽しみjと飯島さん。

ご自宅の庭で。

の
素
晴
し
い
景
色
な
ど
目
に
入
ら
ず
、

無
事

一
日
プ
レ
ー
で
き
て
ホ
ッ
と
し
、

苦
し
か
っ
た
け
れ
ど
練
習
を
続
け
て
き

て
よ
か
っ
た
と
痛
感
し
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
は
会
社
の
同
僚
や
、
町
内
の
先
輩

達
と
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
ル

1
ル

や
マ
ナ

l
の
指
導
を
受
け
、
ハ
ン
デ
ィ

ー
制
度
に
よ
っ
て
上
手
な
人
も
初
心
者

も
一
緒
に
プ
レ
ー
が
楽
し
め
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ド
ラ
イ
バ

ー
シ

ョ
ッ
ト
が
二
百
ヤ
ー
ド
近
く
飛
ん
だ
時

や
、
長
い
パ

l
デ
ィ

l
パ
ッ
ト
が
入
っ

た
時
の
快
感
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

で
も
一
番
の
喜
び
は
、
大
勢
の
人
達

と
知
り
あ
い
、
我
が
子
の
よ
う
な
若
者

達
と
も
会
話
を
し
な
が
ら
プ
レ
ー
が
楽

し
め
る
こ
と
で
す
。
今
、
ゴ
ル
フ
人
口

は
急
増
し
て
い
ま
す
が
、
昭
和
町
で
は

素
晴
し
く
も
一
早
く
教
育
委
員
会
主
催

の
ゴ
ル
フ
教
室
が
聞
か
れ
(
昭
和
五
十

九
年
)
好
評
と
の
こ
と
。
私
も
健
康
に

留
意
し
、
ゴ
ル
フ
を
生
き
甲
斐
と
し
て

続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

句評ちー づくD料理
・材料E人分

アロ工生葉小 1本食パン 2枚(8枚スライス) 八ムうす切り 1枚

ゆで卵見コ きゅうり見本 トマト少量のり l枚 レタス少量

-作り方

①ア口工は l本丸ごと表皮をはがします。それを縦に細く切ってゼリー状の力、

たまりをとっておきます。

②パンの耳在うすく切りおとします。

③のりをひろげマヨネーズを塗ります。

④その上にパンをのせます。

⑤ア口工のゼリー状の部分といっしょに、八ム、きゅうり、ゆで卵、野菜など

せん切りにしたものをパンの上におきます。

⑤太巻きを巻く要領でパンを巷き、最後はマヨネーズでとめます。

⑦包丁で 7片くらいに切って出来上りです。

⑤レタスや、トマトのうす切りを添えて皿に盛りつけます。

ア
ロ
エ
の

の
り
巻
き
サ
ン
ド
・

栄養改善推進員

舎沢きみ江さん(飯喰)

|ちょっと一言 | 
昔から、医者いらず、といわれたアロエは、苦

みがありますので量を少なくするとよいと思

います。子供さんのおやつに、お茶の友によ

い一品です。お試しください。

f主F 干刀 暑 え 朝
鳩度幾

庭 隣 ナ南 七 健 L 、

並粉 いな 拍~ 羽ん 核顔 潮さ 露よ 朝虫 j龍 面 老や 友た -・・圃び川 どり 子日
織も に出

廃の ど か 来 き おり 日車問 の山 L 、か 禅み
寝の ほ の でに 絶競 の蒔 あに 〈流 に振 荒の てに のた こる瀬 しノj、 祝花 方ロて のい 見き や咲 芝れ キれ 11" 5菜 幸働 ノj、る

友音 みさ す火 え母 祈咲 えて めさ 生る ラ(.1' 自民主 せけ
覆布 古き うグコ Lこ っき 町合 手が りく ぬも の干刀 グ〉ヒ。 リ 且方 を方 どる

髪目 h 主月 立図 に手 各自 た植 ーめ 草ア ど人 l こ緑: こ日 L 、活字

白覚 薄瓜 図に
抱き 織り

よ也の 、 え オ朱る 取ノ 光虫当 り分 の々 に典

ほ〈む くの 書開 で車冬 み、て をさ り聞 り蛤~ しけ こノ¥ かを
し宿 き 曲 官官 官す官 干 し 戦

L の、 育も 買ま てき の 見入 と主卜 11 ¥ 、
ての ざれ す紬 日 う 思 いな 斧 るり な見 る た う朝 める の あ た L¥ る 1:;" 1:;<' て る の

、、、

るを 長 り ぬ てコ り そっ さ主

短着 豆 > て

J度 t~ 保 内 ー同ロ~ 鷹 ，づt=よ 輿 フゑTて J司 磯 イ藤ヂー 歌ミ刀 岡 坂 藤 聖子 里子 村 石 原、 田 告F
~)， 

さ主 ふ1

秀 満 JII買 久 久 だ 丑 好 良 --子 子 子 J、J広、， オ支 ィ¥ 本在 1¥ }只ふ戸、
子 与 主エ

⑧ 平成2.10 広報しようわ
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赤・ぢ・ペ9 ・ Iu. 誕.~

れいな

佐藤ネし菜 ちゃん
• H2. 4. 20生(河西)

・ (父)忠仁 ・(田)志保

さや

戸倉沙耶 ちゃん
• H2. 2. 16生(河東中島)

・ (父)和彦 ・(白)由紀

名前の由来一礼儀正しく、菜の花のように明

るく健康に育ってもらいだいという願いガ、こ

められています。

名前の由来一純l山で繊細なやさしい!D，¥を持つ

だ女の子に育つよう「沙耶」と名ぱけまし定。

さき

田中咲 ちゃん
・H2.4. 17生(上河東二区)

・ (父)教彦・(田)はるみ

名前の由来一田んぼの中に咲く花。広い世の

中、大勢の人の中に在って、 「いつもおだや

かに立っていられる子に」と願い、名柑けま

しだ。

⑨
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
一
歳
前
後
の
赤
ち
ゃ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

お
申
込
み
は
、
役
場
企
画
行
政
課
(
圏
万
1
2
7
7
1
)
ま
で

υ

医商品川号
女ご存知ですか f
公費負担医療制度によって

医療費が軽減されます

山梨医科大学医学部附属病院

医事相談室

家
族
の
方
、か
病
気
に
な
り
ま
す
と
、

健
康
保
険
で
診
療
さ
れ
る
わ
け
で
す

が
、
個
人
負
担
の
金
額
も
ば
か
に
な
り

ま
せ
ん
、
病
気
に
よ
っ
て
は
公
費
負
担

医
療
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
個

人
負
担
の
軽
減
、か
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

結
核
、
精
神
病
、
法
定
伝
染
病
な
ど

の
よ
う
に
、
と
く
に
国
家
的
な
立
場
か

ら
予
防
と
治
療
を
行
う
必
要
の
あ
る
病

気
に
つ
い
て
は
、特
別
な
法
律
に
よ
り
、

公
費
で
治
療
・
予
防
、か
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
(
行
政
上
の
理
由
に
基
づ
く
公
費
医

療
)ま

た
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
に
最

低
生
活
を
保
障
し
、
身
体
障
害
者
、
児

童、

戦
傷
病
者
、
原
爆
被
爆
者
な
ど
、

と
く
に
保
護
を
す
る
必
要
が
あ
る
人
の

た
め
に
、
公
費
負
担
を
行
い
、
福
祉
の

向
上
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
(
福
祉
的
公

費
医
療
)

こ
れ
ら
の
公
費
医
療
と
健
康
保
険
の

費
用
の
負
担
に
つ
い
て
は
、
調
整
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

公
的
な
公
費
負
担
医
療
制
度
に
は
次

局

but
-t
・究

お
誕
生
〈
〉

の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

生
活
保
護
法

児
童
福
祉
法
(
育
成
医
療
、
療
育
の

給
付
)

身
体
障
害
者
福
祉
法
(
更
生
医
療
)

老
人
福
祉
法

結
核
予
防
法
(
第
三
四
条
、
三
五
条
)

精
神
保
健
法
(
通
院
医
療
費
公
費
負

担
制
度
、
入
院
治
療
)

伝
染
病
予
防
法

性
病
予
防
法

原
子
爆
弾
被
爆
者
の
医
療
に
関
す
る

去
律

母
子
保
健
法
(
養
育
医
療
、
妊
娠
中

毒
症
の
療
養
援
護
)

特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業

(
難
病
)

ス
モ
ン
、
べ
ー
チ

工
ツ
ト
病
、
重
症

筋
無
力
症
他
二
八
疾
患

一
⑨
西
条
一
区

マ
秋
山
美
咲
(
一
夫
)

-
マ
秋
山
美
鈴

(
一
夫
)
マ
大
竹
萌
夏

一
(光
秋
)
マ
大
竹
光
樹
(
光
秋
)
マ
大

一
原
亜
里
沙
(
明
雄
)
マ
木
原
光
正
(栄
)

-
⑨
西
条
二
区

マ
秋
山
麻
紗
代
(
恭

一
男
)
マ
松
村
昌
浩
(宗
平
)

⑨
清
水

一
新
居

マ
俵
由
紀
(
光
雄
)
マ
平
岡
賢

一
弥
(
孝
明
)

⑨
紙
漉
阿
原

マ
牛
山

一
美
幸
(秀
樹
)

マ
五
味
大
輝
(孝
至
)

一
(⑩
築
地
新
居

マ
伊
藤
理
沙
(
強
)
マ

一
大
須
賀
樹
里
亜
(浩
一

)
マ
三
森
拓
磨

合

小
児
慢
性
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業

(
子
ど
も
の
難
病
)
悪
性
新
生
物
、
慢

性
腎
疾
患
、
ぜ
ん
そ
く
、
慢
性
心
疾

患
、
内
分
泌
疾
患
、
謬
原
病
、
先
天

性
代
謝
異
常
、
血
友
病
等
血
液
疾
患

い
づ
れ
に
レ
て
も
公
費
負
担
医
療
制

度
は
、
本
人
か
ら
の
申
請
が
な
け
れ
ば

利
用
で
き
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。
医
事
相
談
室
で
は
さ
ま
ざ
ま
の
社

会
的
法
制
度
を
で
き
る
限
り
活
用
し
、

ま
た
駆
使
し
て
、
患
者
、
家
族
の
か
か

え
る
種
々
の
社
会
問
題
の
解
決
を
図
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
他
、
医
事
全
般
に
つ
い

て
何
か
判
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ど
し
ど
し
医
事
相
談
室
ま
で
ご
相

談
願
い
ま
す
。

企
画

財
団
法
人

里
仁
会

平
成
二
年
八
月
一
日
i
八
月

三
十
一
日
ま
で
の
届
出
(
敏
柿
略
)

(賢

二
⑨
飯
喰

マ
今
津

一
樹
(
一

也
)
⑨
河
西

マ
尾
津
ひ
か
る

(啓

之
)
マ
鴨
下
俊
二
英
幸
)
マ
中
込

翼
(洋
)
⑨
上
河
東

マ
佐
々
木
龍

之
介
(
浩
司
)
マ
内
藤
真
巳
(
明
)
マ

松
野
光
樹
(
久
光
)

• ーョF、
丸ー

結

婚

.

⑨
西
条
二
区
マ
秋
山
孝
文
・
清
水

美
千
代

竃韮重盛温_!i1:畠i!IE謹盛盟副歯車'
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(ぉ)lY ~ ~ 
甲
府
パ
ー
ト
パ
ン
ク

オ
ー
プ
ン

ハ
ロ

l
ワ
ー
ク
甲
府
職
安
で
は
¥
パ

ー
ト
で
働
き
だ
い
方
々
、
ガ
気
軽
に
相
談

に
立
寄
っ
て
い
だ
だ
け
る
窓
口
と
し
て

¥
十
月
一
白
か
ら
甲
府
。
ハ
ー
ト
、
ハ
ン
ク

を
オ
ー
プ
ン
い
疋
し
ま
し
だ
。

V
受
付
時
間
午
前
十
時
か
ら
午
後
六

時
V
休
日
木
曜
・
祝
日
・
年
末
年
始

(十
二
月
二
十
九
日
か
ら

一
月
三
日
)

V
場
所
甲
府
市
岡
島
百
貨
居
五
階

V
お
問
い
合
せ
ハ
ロ
ー
ワ
ク
甲
府

職
安
(
箇明
記
1
6
0
6
0
)
¥
十
月
一

日
以
降
は
甲
府
パ
ー
ト
、
ハ
ン
ク
(
冨

お
1
3
7
8
0
)
ま
で

※
甲
府
地
域
及
び
近
隣
地
域
の
求
人
を

展
示
し
、
就
職
な
ど
の
相
談
を
い
だ
し

ま
す
。

日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
、
交
通
事

故
に
関
す
る
無
料
相
談
在
行
っ
て
い
ま

す
。
専
門
の
相
談
員
、か
親
身
に
な
っ
て

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

V
相
談
日
月
曜
か
ら
〈
宣
躍
午
前
九
時

半
j
午
後
四
時
四
十
分

V
弁
護
士
相
談
日
毎
月
第
三
木
曜
日

午
後

一
時
j
午
後
四
時

V
相
談
所
甲
府
自
動
車
保
険
請
求
相

談
セ
ン
タ
ー

(甲
府
市
丸
の
内
3
1

1

1
6

住
友
生
命
山
梨
、
ビ
ル
三
階

甲
府
調
査
事
務
所
内
富
田

B
B

1
0
)
 

※
な
お
、
電
話
で
の
ご
相
談
も
受
付
け

て
い
ま
す
D

(

直
通
富
田
1
8
3
3
5
)

4
交
通
事
故
相
談

4hw

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

山
梨
県
立
女
子
短
期
大
学
で
は
、
地

域
社
会
へ
の
大
学
開
放
活
動
と
し
て
、

大
学
開
放
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

V
受
講

資

格

十
八
歳
以
上
の
人

V
講
座
内
容

・
開
講
日
時

①
十
月
十
二
日
働

「山
梨
と
リ

ニ
ア
モ
ー
タ
ー
カ
!」

②
十
月
十
五
日
開

「
時
代
を
生
き
る
女
性
像
」

③
十
月
二
十
三
日

ω

「人
間
と
時
間
」

④
十
一
月

一
日
同

「日
米
経
済
摩
擦
と
農
業
問
題
」

⑤
十
一
月
六
日

ω

「法
と
社
会
」

ど
の
講
座
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

三
時
三
十
分
ま
で
で
す
。

V
募
集
人
員

一
O
O
人

V
会
場

昭
和
町
中
央
公
民
館

V
受
付
期

間

九

月
二
十
七
日
附
か
ら

十
月
五
日
山
田

V
申
し
込
み
・
お
問

合

せ

町
教
育
委

員
会
(
箇
月
|
3
7
3
7
)
ま
で
。

受
講
生
募
集

極

秋
季
大
学
開
放
講
座

終
-

本
年
八
月
末
日
現
在
、
放
火
は
口
件

(
前
年
目
件
)
と
急
増
し
て
い
ま
す
。
こ
の

他
、
た
ば
こ
国
件
(
岡
山
件
)
、
火
遊
ぴ
7

件
(
同
2
件
)
、
た
き
火
山
件
(
同
4
件
)

と
通
常
の
火
災
原
因
の
上
位
を
占
め
る

も
の
が
い
ず
れ
も
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

次
の
事
に
注
意
し
て
火
災
を
な
く
し

ま
し
ょ
う
。

一
、
家
の
廻
り
に
燃
え
や
す
い
物
を
置
か

な
し

二、マ

ッ
チ
、
ラ
イ
タ
ー
は
子
供
の
子
の
届

か
な
い
所
に
置
く
。

=一、
寝
た
ば
こ
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
を

?し
か
品
い

。

四
、
た
き
火
を
す
る
時
は
水
バ
ケ
ツ
を
用

意
し
、
火
が
消
え
る
ま
で
そ
の
場
を

離
れ
な
い
。
風
の
強
い
日
は
た
き
火

を
し
な
い
。

甲
府
地
区
消
防
本
部

放
火
が
増
え
て
い
ま
す

ご
注
意
を
/

中
小
企
業
で
退
職
金
制
度
を
設
け
た

い
場
合
は
、
安
全

・
確
実
な
国
の

H

中

退
金
制
度
H

を
ご
利
用
に
な
れ
ば
、
手

軽
に
設
け
ら
れ
ま
す
。

そ
の
う
え
新
し
く
こ
の
中
退
金
制
度

に
加
入
し
た
企
業
に
は
、
掛
金
の

一
部

を
園
、
か
二
年
間
負
担
し
ま
す
。

V
詳
し
く
は
山
梨
県
商
工
労
働
部
労
政

課
(
箇
U
l
1
1
1
1
)
山
梨
労
働
基

準
局
賃
金
課
(
冨
日
|
4
8
5
6
)
ま

で。

昭
和
町
の
北
万
水
源
構
内
の
ス
ポ
ー

ツ
施
設
が
給
水
区
域
の
み
な
さ
ん
に
ご

利
問
い
た
だ
け
ま
す
。

V
施
設
と
料
金

こ
面
半
日
単
位
)

テ

ニ

ス

コ

ー

ト

二

千

円

グ
ラ

ウ

ン

ド

千

五

百

円

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場

五

百

円

V
申
し
込
み

甲
府
市
水
道
局
会
計

課
・
管
財
担
当
(
富
田
|
3
3
1
1

内
線
印
)
ま
で

土

・
日
曜
日
は
混
み
合
い
ま
す
の
で

予
約
は
お
早
め
に
。

退
職
金
づ
く
り
は

M

中

退

金

H

で

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

十
月
一
白
か
ら
七
日
ま
で
の
聞
は

「法
の
日
」
週
間
で
す
。
こ
の
日
に
ち

な
ん
で
山
梨
調
停
協
会
甲
府
支
部
で

は
、
無
料
法
律
調
停
相
談
を
実
施
い
芝

し
ま
す
。
受
通
事
故
損
害
賠
償
、
土
地
¥

建
物
賃
貸
借
金
、
相
続
財
産
、
夫
婦
・

家
庭
内
の
紛
争
な
ど
、

日
頃
お
困
り
の

こ
と
が
あ
り
ま
し
だ
ら
お
気
軽
に
お
出

掛
け
く
だ
さ
い
。

V
日

時

十

月
十
九
日
働
午
前
十
時
ガ

ら
午
後
四
時

V
場
所
櫛
形
町
中
央
公
民
館
(二
階
)

無
料
法
律
調
停
相
談

「
法
の
日
」
に
ち
な
ん
で

全
国
防
犯
運
動

「
す
こ
や
か
に
生
き
る
」
を
テ
ー
マ

に
¥
本
学
の
教
授
が
わ
か
り
や
す
く
講

義
を
行
い
ま
す
。

今
回
は
、
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
よ

り
良
い
第
二
の
人
生
を
過
ご
す
疋
め
の

一
助
と
し
て
動
脈
硬
化
と
そ
の
予
防

・

腰
痛
症
・
加
齢
と
仙
の
健
康
に
つ
い
て

講
義
し
ま
す
。

v
日
時

十
一
月
十
四
日
制
午
後
一

時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

V
会
場

山
梨
医
科
大
学
臨
床
議
義
棟

V
募
集
人
員
一

O
O名

V
受
講
料

二
、
四
七

O
円

V
申
し
込
み
期
間
十
月
二
十
二
日
間

か
ら
十
一
月
五
日
間

V
申
し
込
み
・
お
問
合
せ
山
梨
医
山
科

大
学
教
務
部
学
生
課
厚
生
係
(
冨

乃
1
7
7
7
4l内
線
川

-m)
ま
で

E町内交通事故〕
発生件数 J

「気をつげて」

朝の一言忘れずに

==8月分--

件数|負傷|死者|

物損50件 | 人| 人

(+ 7) I ?1 I っ

恒|;F|(斗)I (+-1) 

( )内は、前月比
(昭和駐在所調べ)

m月
日
日
jm月

四
日

山
梨
医
科
大
学

公
開
講
座
開
催

-孟車盗ヨ-圃量i誼i!!Ii謹盗塁重量i歯車.
広報しようわ 平成2.10. I ⑩ 



保健衛生だより

手し 児 健 康 雪ロ合ジ 査

受付時間及び地区 |該当児|場所

午後 1時日日分-1時30分 平成 2年 3月

(西条地区)
出生児。

山田|午後2時砂2時30分
J仁E1A 

(金) I 押原地区) メzふ:;;: 

午後 3時00分-3時30分
平成 2年 6月

(常永地区)
出生児。 館

実施日 受付時間及び地区 該当児|場所

午後 1時日日分-1時30分 平成元年 9月
京念

(西条地区) 出生児。

間 6日|午後 1時跡2時日日分
ぷ口』

(金) I 押原地区) 」z2zht 

午後E時00分-2時30分
平成元年12月

(常永地区)
出生児。 自官

|西条地区|西条一区西条二区清水新居西条新田 | 
|押原地区|押越河東中島紙漉阿原 | 
|常永地区|築地新居飯喰河西上河東上河東二区 |

持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具

※受付時間の地区割は、待ち時間を少なくするためですので

ご承知ください。

3 種混合予防接種

日 時 10月 23日(火)午後 1時 "-'2時

場 所総 合 会 館

該当児

砂I期・・・昭和63年3月1日~昭和63年8月31日までの出生児。

砂II期… I期3回を完了して 1年から1年6か月以内の者。

砂昭和62年 9月1日へJ昭和63年 2月29日までの出生児で未接

種者。

持ち物母子手帳・問診票

〈注意事項〉

O体温がはかつてないと接種できませんので、必ず体温はは

かつてくださし」

O問診票の記入もれ等がないようにしてください。

O接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。

〈つぎのような人は接種できません〉

①発熱している者、または著しい栄養障害者。

②心臓、血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっている者。

③はしか(MMR)、BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後 1か

月以内の者。

④ 1年以内にけいれん、ひきつけを起こした者。

国子手帳~イ寸及び一般健康相談巴

日時 10月6日(土)・ 16日(火)・ 26日(金)

午前 9時"-'11時30分

場所 総合会館

※母子手帳交付希望者は印鑑を持参してください。

妊娠証明書は必要ありません。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、栄

養指導などを行い、健康についての相談にお答えしていますの

で、お気軽にお出か付くだ、さい。

4歳 6か月児健康診査

実施日 10月 25日(木)

受付時間 午後 1時"-'1時30分

場 所 総合会館

該当児平成元年 2月1日~平成元年 3月31日までの出生

児。及び前回未受診児。

持ち物母子子帳・ 1歳 6か月児健診質問票

乳 児 整 形 外 科 横 診

実 施 日 10月31日(水)

受付時間午後1時"-'1時30分

場 所総合会館

該当児平成 2年 6月1日"-'7月31日までの出生児。

持ち物母子手帳

2 歳児歯科検診

実 施 日 10月17日(水)

受付時間午後 1時 "-'1時30分

場 所総合会館

該当児昭和6臼3年 6月1日〆(へへ------、¥¥‘、、、、‘

児。

持ち物母子手帳・歯についての質問票・毎日使っている

コップと歯ブラシ

不問犬猫収集日

日時 10月29日(月)

午前10時20分"-'10時25分

場所総合会館前

※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてくださし」ま

た、猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモで

しっかり主すをしてください。

>第g固く

福祉運動会

開催のお知らせ
昭和町では、福祉のまちづくり事業の一環として、

老人・身障者・由子・父子及び寡婦のみなさんを対象

に、福祉運動会を行います。大勢の方の参加をお待ち

しています。

砂日時 10月ア日(日)

午前9時から午後3時まで

惨場所押原小学校々庭

惨お問い合せ

役場健康福祉課

(冨75-2111内線251)まで。

⑪ 広報しようわ 平成2.10. I 
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平成2年 (1990年) 10月のとよみ
かんなづき

神無月 OCTOBER 

日 Sunday

30露
局 Monday

T友
ヨ|

共同募金運動
法の日
労働衛生週間 (~7 日)

水 WednesdS'yI本 ThUrsdoyl金 FridaY

3絵 14委 15告
十五夜

火 Tuesday

2富

土 8aturday

6露
国際協力の日
国際文通週間 (~12 日)

親子体操教室 |心配ごと相談

(総合会館午前10時~) I (総合会館午後 l 時~)
さわやかふれあい |行政相談

コンペ (丘の公園)I(中央公民館午後l時-v)

親子体操教室 |リ ハビリ教室

(総合会館午前10時~)I 総合会館)
母子手帳交付及び

一般健康相談日

(総合会館)

7奇 13奇

第9回
福祉運動会

(11 P参照)

先

負

日

h
3
露
の

E
L
寒
木

9議 110委
万国郵便連合記念日 i画体育の日

自の愛護デー

11百 112語
全国防犯運動

(----20日)

第E回 |寝たきり老人入浴サ |秋季大学開放講座|役場開庁

ふるさとふれあい祭|ーピス (lOP参照)I 山 4 

(2・3P参照)I (総合会館午後 l 時~)I 親子体操教室 I ~決r明日
(総合会館午前10時~) I 伊対J争認i附

14富 |句集
鉄道記念日
行政相談週間(------20日)

16委
回
U
U

口
い日

目
hH
q
J

司
司
一
ワ
ム

ωト
康

赤
口
健

7
F
と

4
1
薬

20~ 18露
統計の日

19事

秋季大学開般講座|親子体操教室 |心配ごと相談 |寝たきり老人入浴サ|無料法律調停相談!シェイプアップ教室

(lOP参照) I (総合会館午前10時~) I (総合会館午後 l 時~) Iービス C10P参照)I (総合会館午後 8 時~)
母子手帳交付及び|行政相談 I (総合会館午後 l 時~)I 乳児健康診査 |リノ¥ピリ教室

一般健康相談日 I(中央公民館午後l時-v) I交通事故出張相談総合会館)I 総合会館)

(総合会館)1 2歳児歯科検診 1 (龍王町中部公民館 |親子体操教室

(総合会館)1 午前日時~午後3時)1(総合会館午前10時~)

21絵 27強
読書週間

23百
電信電話記念日 |霜降

国連の日
軍縮週間 (~30 日)

町荻手段天会 r------------------------t秋苧夫学開放j芦屋|信元自I1lT民五両 r-i長67- 瓦JE;健康 r;~礼子 i不正じみ.:- T役場開斤
ClOP参照)I大全 l診査 (総合会館) I (総合会館午後 8 時~)

親子体操教室 1 (富士川カントリー)I 母子手帳交付及び

(総合会館午前10時~)I 心配ごと相談 一般健康相談日

3 種混合予防接種 I(総合会館午後 l 時~) I 総合会館)

(総合会館)1 乳児健康診査
(総合会館)

22委 24露 25奇 26草
原子力の日

28委 29百 友

引

夜

組

l

一一一

q
u
十 ※収集日が祝祭日の場合は収集業務はいたしませ

んので次回の収集日をご利用ください。

※必ず町指定の収集袋または荷札を使って出して

ください。

※収集袋、荷札には必ず住所、氏名を記入してく

ださい。

※収集日の当日午前8時30分までに出してくださ

30露

不用犬猫収集日
(総合会館前)

心配ごと相談

(総合会館午後 l 時~)
乳児整形外科検診

(総合会館)

し、。

※可燃物、不燃物の分別はしっかりおこなってく

だきし、。

※台所のゴミは水切りをして出してください。

2日・ 5日・9日・ 12日・ 16日

19日.23日・ 26日・ 30日

毎月第2水曜日第4水曜日

24日

押湾 紙;築飯一河上…主
東漉地 日寸 i地

中 p甲新ご、 ヰ河裏

山 越重量原居喰西東 ~i

毎週月・木曜日

1日.4日・B日・11日・15日

18日・ 22日・ 25日・ 29日

毎月第?水曜日第3水曜日

3日・ 17日

第4水曜日 24日

e重量盛温ursal1:誼ll!E孟盗塁謡画面E・広報しようわ 平成2.10. I ⑫ 


